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　農水省の元事務次官が息子を刺したとして
逮捕された事件。新聞に「相談できず、家族
孤立か」という見出しがありました。（６月
４日付「熊本日日新聞」朝刊）。この事件の
被害者は引きこもりがちで、親に暴力を振
るっていたと報じられています。一般的に家
族内の暴力は閉鎖的な空間で繰り返されて深
刻化しやすいうえに、外部に相談しにくいも
のです。
　こういう事件報道に接すると、「相談」と
いう行為が、家族の悩みを抱えている方に
とって、どれほどハードルが高いものなのか
を改めて感じさせられます。

　わたしは時折、小中学生に話をすることが
ありますが、「困ったときはだれかに相談し
てよいことがわかりました」といった感想を
しばしばアンケートに見かけます。子どもた
ちは自分のことは自分でするように、という
指導を受けているのでしょう。
　だれかに助けを求めるというハードルを少
しでも下げるには、「相談して解決した」と
いう成功体験を子ども時代から積み重ねるこ
とが大切だと思います。「困ったことがあっ
たら、相談してね」と子どもたちに伝えましょ
う。そして、子どもの話を上手に聴いて支援
できるおとなを増やしましょう。

（家庭児童相談室　相談員　砂川真澄）
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